
ここ数年、これまでかかわることのなかった分野の人々と、一緒に仕事をする機会が増えてきた。これは、インターネッ

トの役割がさまざまな社会活動を支える基盤となったことを意味していると考える。今回は、そうした面からの話をし

ていくことにしよう。
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実は、2005年になって3件ほど、医師をはじめとする医療従

事者の方々が参加する学会や研究会で研究発表をしている。何

をしているかというと、インターネットに流通する医療関係の情

報について調査を行い、その種別や内容の分析を行っているの

である。特に、一般的にはあまり知られていない病気について

広く正しく認識してもらい、患者の方々に対して誤解や差別が生

じないようにするための方策について検討を進めている。その

ためには、関連する情報としてどのような情報がインターネット

上で流通しているのか、間違った情報はどの程度あるのかと

いったことを知らなければならなく、そのお手伝いをしているわ

けである。

一方、病気の治療には欠かせない医薬品でも、使い方を誤る

と危険な状況を生み出して犯罪に発展するケースも出てくる。

例えば、薬物の不正入手といったアンダーグラウンドの情報につ

いては、アクセスできない方が好ましい。こうした情報へのアク

セスから利用者を守る手段についても検討を行っている。その

ため、通常の利用でどの程度のアンダーグラウンド情報に到達

してしまうのかといった調査も進めている。

まだまだスタートさせたばかりの研究であるため、技術、教育、

法律さまざまな面での検討が必要であるが、1つわかっているこ

とは、医師も患者もごく一般的な道具としてインターネットを利用

するようになってきているということである。「病気かな?」と思った

際に症状を入力して情報収集したり、処方された薬についてそ

の効能や副作用、注意事項について調べたりすることは、ごく普

通に行われていることなのである。医師も、病気に関する説明

や、簡単な相談を受け付けるためにインターネットを利用してい

る。また、一般にはあまり知られていない病気の患者の方々が、

インターネット上にコミュニティーを作っていたりブログを書いてい

たりして、それによって従来では病気と気付かずに悩んでいた

ケースが、正しく病気として認知されて治療に入ることができた

という事例も複数報告されるようになってきているそうだ。

こうしたインターネットの利用者は、インターネットがどのように

作られてどのように動いているかということについては気にして

いない。しかし、どのように使えばもっと有効に使えるかを常に

考えている。「もっとこんなことができたらいいのに、どうしてでき

ないの?」といった彼らの要望や疑問に、少しずつでもいいから答

えていくことが、さらにインターネットを発展させていくためのエン

ジニアの義務ではないかと考えている。

医療分野だけでなく、さまざまな分野の人々の意見を聞いてい

ると、実は同じような要求が含まれており、それらを積み重ねて

いくと次世代のインターネットとなっているという発見にしばしば出

合う。なんとなく、そのあたりのおもしろさに気付き出した今日こ

の頃だったりする。

今求められていることは「セキュリティー・プライバシー」「情報の

流れの制御（発信した情報がどこへ行きどのように利用されるか

を制御すること）」「情報の正当性の検証（正しい情報、有益な情

報であるということをどのように示すか）」である。難しい課題ば

かりであるが挑戦しがいのあるものばかりだと考えている。

この仕事を始めてあるコミュニティーの人々に、「あなたがイン

ターネットを作ってくれたから、私たちはこの活動をすることがで

きました。ありがとうございました」といわれることがあった。エン

ジニア冥利に尽きるとはこのことである。
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